
 
 

 
平成２６年１０月１７日 

 

中央新幹線（品川・名古屋間）工事実施計画（その１) の 

認可について 
 

 

 

   平成２６年８月２６日に東海旅客鉄道株式会社より申請のあった

中央新幹線（品川・名古屋間）の工事実施計画（その１）については、

本日認可を行う。 

 
 

・ 区 間 ： 品川 ・ 名古屋間 
・ 工 事 延 長 ： 約２８５．６ｋｍ 
・ 工 事 費 ： 約４兆１５８億円 

（品川・名古屋間の総事業費約５兆５，２３５億円のうち、今回認可した土木構造物関係分） 

・ 走 行 方 式 ： 超電導磁気浮上式方式 
・ 最高設計速度 ： ５０５ｋｍ／ｈ 
・ 所 要 時 間 ： 最速 ４０分程度 
・ 工事の完成予定時期 ： 平成３９年 
・ 認 可 内 容 ： 土木構造物関係分 

         （開業関係設備分は｢その２｣として今後申請・認可予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 今回認可する区間 
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平成２６年１０月１７日 
中央新幹線品川・名古屋間の工事実施計画(その１)※の概要 

 
※  今回認可するのは、トンネル、橋梁等の土木構造物を中心とした事項についての計画である。 
 
○ 工事の区間 品川・名古屋間 

 

○ 駅の位置  品川駅（地下）  （併設：東京都港区港南） 
神奈川県(仮称)駅（地下）（新設：神奈川県相模原市緑区橋本） 
山梨県(仮称)駅（地上） （新設：山梨県甲府市大津町字入田） 
長野県(仮称)駅（地上） （新設：長野県飯田市上郷飯沼） 
岐阜県(仮称)駅（地上） （新設：岐阜県中津川市千旦林字坂本） 
名古屋駅（地下）  （併設：愛知県名古屋市中村区名駅） 

 

○ 車両基地の位置 関東車両基地(仮称)  （新設：神奈川県相模原市緑区鳥屋） 
中部総合車両基地(仮称) （新設：岐阜県中津川市千旦林） 

 

○ 線路延長  ２８５ｋｍ６０５ｍ   内訳  トンネル ２４６．６ｋｍ(約８６％) 
         高架橋  ２３．６ｋｍ(約 ８％) 
         橋梁  １１．３ｋｍ(約 ４％) 
         路盤   ４．１ｋｍ(約 ２％) 
 

○ 工事方法  ・ 最小曲線半径 基本 ８，０００ｍ 
      ただし、地形上等のためやむをえない場合 ８００ｍ 
   ・ 最急勾配  ４０‰ 
    ・ 軌道の中心間隔 ５．８ｍ以上(ガイドウェイ中心線間隔)  等 
 

○ 工事予算  ４兆  １５８億２，０００万円（今回認可対象工事分） 
  （参考）総工事費 ５兆５，２３５億５，０００万円（車両費を含む。山梨リニア実験線既設分は除く。） 

 

○ 工事の着手及び完了の予定時期 
   着手予定 認可の日 
   完了予定 平成３９年 
 

○ 主なトンネル 
区間(仮称) 名称(仮称) 延長（２０，０００ｍ以上） 
品川駅・神奈川県駅 第一首都圏隧道 ３６，９２４ｍ(うち約３５ｋｍは大深度の予定) 
山梨県駅・長野県駅 南アルプス隧道 ２５，０１９ｍ 
長野県駅・岐阜県駅 中央アルプス隧道 ２３，２８８ｍ 
岐阜県駅・名古屋駅 第一中京圏隧道 ３４，２１０ｍ(うち約２０ｋｍは大深度の予定) 
 

○ 主な橋梁 
区間(仮称) 名称(仮称) 延長(４００ｍ以上) 
神奈川県駅・山梨県駅 笛吹川・濁川橋梁 ４１８ｍ 
山梨県駅・長野県駅 釜無川橋梁 ７５１ｍ 

早川橋梁 ４００ｍ 
天竜川橋梁 ５２２ｍ 
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                                         別紙 

 

中央新幹線品川・名古屋間の工事実施計画（その１）の概要 

 

１．区  間    品川・名古屋間 

 

２．駅の位置    品川駅       （併設：東京都港区港南） 

          神奈川県（仮称）駅 （新設：神奈川県相模原市緑区橋本） 

          山梨県（仮称）駅  （新設：山梨県甲府市大津町字入田） 

          長野県（仮称）駅  （新設：長野県飯田市上郷飯沼） 

岐阜県（仮称）駅  （新設：岐阜県中津川市千旦林字坂本） 

名古屋駅      （併設：愛知県名古屋市中村区名駅） 

 

３．車両基地の位置 関東車両基地（仮称）（新設：神奈川県相模原市緑区鳥屋） 

中部総合車両基地（仮称）（新設：岐阜県中津川市千旦林） 

 

４．線路延長    ２８５．６ｋｍ 

 

（構造物種別） 

     ト ン ネ ル：２４６．６ｋｍ（約８６％） 

高 架 橋： ２３．６ｋｍ（約 ８％） 

          橋 り ょ う： １１．３ｋｍ（約 ４％） 

路 盤：  ４．１ｋｍ（約 ２％） 

 

５．線路の概要   最小曲線半径  ８，０００ｍ 

          最 急 勾 配  ４０‰    

          軌道中心間隔  ５．８ｍ以上 

 

６．工事費     ４兆 １５８億円 

（現時点での総工事費は５兆５，２３５億円（車両費を含む。山梨リニア実験線既

設分は除く。）） 

 

７．完成予定時期  平成３９年 
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中央新幹線線品川・名古屋間（延長 285km605m）工事費予算書  

項 目 金 額 備 考 

 

用 地 費 

路 盤 費 

橋 梁 費 

隧 道 費 

軌 道 費 

停 車 場 費 

車庫・検査修繕施設費 

諸 建 物 費 

電 灯 ・ 電 力 線 路 費 

通 信 線 路 費 

運 転 保 安 設 備 費 

防 護 設 備 費 

連 絡 設 備 費 

電 車 線 路 費 

発 電 所 ・ 変 電 所 費 

千円

 ３４２，０４０，０００

  １１０，０９０，０００

 ２９２，２００，０００

１，６２１，９６０，０００

  ７２４，３６０，０００

  ５２０，６００，０００

３，７８０，０００

１８５，５９０，０００

 

小 計 ３，８００，６２０，０００  

工 事 用 建 物 費 

工 事 用 機 械 費 

工 事 附 帯 費 

９７０，０００

１３，６３０，０００

２００，６００，０００

 

小 計 ２１５，２００，０００  

計  ４，０１５，８２０，０００  

車 両 費  

合 計 ４，０１５，８２０，０００  

１km 当たりの工事費 

（車両費を除く。） 
１４，０６０，０００

 

※ 消費税は含まない。 

※ 現時点での総工事費：５，５２３，５５０，０００千円（車両費を含む。山梨リニア実験線既設分は除く。） 
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中央新幹線品川・名古屋間工事実施計画（その１） 

 

１．路 線 名      中央新幹線 

 

２．工事の区間      品川・名古屋間 

 

３．線路の位置      添附図面のとおり 

 

４．線 路 延 長      ２８５ｋｍ６０５ｍ 

 

５．停車場の位置 

 

名称 位置 記事 

品川
しながわ

 東京都港区港南 品川駅併設 

神奈川
か な が わ

県
けん

（仮称） 神奈川県相模原市緑区橋本  

山梨
やまなし

県
けん

（仮称） 山梨県甲府市大津町字入田  

長野
な が の

県
けん

（仮称） 長野県飯田市上郷飯沼  

岐阜
ぎ ふ

県
けん

（仮称） 岐阜県中津川市千旦林字坂本  

名古屋
な ご や

 愛知県名古屋市中村区名駅 名古屋駅併設 

 

６．車庫施設及び検査修繕施設の位置 

 

名称 位置 記事 

関東
かんとう

車両基地（仮称） 神奈川県相模原市緑区鳥屋  

中部
ちゅうぶ

総合車両基地（仮称） 岐阜県中津川市千旦林  
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７．工事方法 

 

  イ．最小曲線半径   基本 ８，０００ｍ 

           ただし、地形上等のためやむをえない場合 ８００ｍ 

 

  ロ．最急勾配   ４０‰ 

 

  ハ．軌道の中心間隔  ５．８ｍ以上（ガイドウェイ中心線間隔） 

 

  ト．施工基面の幅   ガイドウェイ中心線から外縁まで ３．１５ｍ以上 

 

  チ．軌道及び橋梁の負担力   標準列車荷重（添附図面のとおり） 

 

  リ．停車場における本線路の有効長  ４３０ｍ以上 

 

  ヨ．発電所及び変電所の概要 

     き電用変電所 

       新  設  １２箇所 

       受  電  １５４ｋＶ ２回線   １０箇所 

６６ｋＶ  ２回線    １箇所 

７７ｋＶ  ２回線    １箇所 

       変 圧 器  主変圧器（最大２００ＭＶＡ） ２組 １０箇所 

             主変圧器（最大８０ＭＶＡ）  ２組  ２箇所 

       指令所より遠方監視制御を行う。 

 

  タ．建設工事に伴う人に対する危害の防止方法 

関係の諸法規に準拠し、工事部門ごとに定められた示方書等によるほか、必要に

応じ施行方法の検討、保安設備、監視人の配置等を行い、人に対する危害防止に努め

る。 

 

  レ．その他工事の実施に関し必要な事項   

   （走行方式） 

    走行方式は超電導磁気浮上方式であり、地上コイル、ガイドウェイ側壁、支持車

輪走行路、案内車輪走行路及び伸縮継手からなるガイドウェイを設置する計画であ

る。 

（大深度地下） 

品川駅から神奈川県（仮称）駅及び岐阜県（仮称）駅から名古屋駅までの区間の

一部を大深度地下の公共的使用に関する特別措置法に基づき工事を実施する計画で

ある。 
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   （山岳トンネル） 

大土被りとなる南アルプス隧道（仮称）等については、坑内からの長尺水平ボー

リングや先進坑等により地質を確認しながら、適切な工法を用いて施工する計画であ

る。 

（トンネル湧水） 

水資源に影響を及ぼす可能性のある大井川等については、河川流量観測を実施す

るとともに、トンネル貫通までの間に、トンネル坑内湧水量と河川流量との関係を分

析し、必要に応じて代替水源の確保を行う計画である。 

   （建設発生土） 

    建設発生土については、本事業内での再利用を図る他、関係自治体等の協力を得

て他の公共事業や民間事業での有効利用を図るなど、適切に取り扱う計画である。 

    また、建設発生土の運搬に当たっては、地域住民の生活環境への影響を低減する

方法を用いる計画である。 

   （汚染土壌） 

自然由来の重金属等による汚染のおそれのある土壌については、関連法令等に基

づき、管理及び処理する計画である。 

 

８．工 事 予 算     別紙のとおり 

 

９．工事の着手及び完了の予定時期 

   着手予定     認可の日 

   完了予定     平成３９年 
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添附図面 
７．工事方法 
 チ．軌道及び橋梁の負担力 
 
(1) 標準列車荷重（車輪走行時） 

 

 

 

 

(2) 標準列車荷重（浮上走行時） 

 

 

 

 

 

P1P1P1P1P2P2

2.7m 2.7m16.2m 2.7m 21.6m

P1,P2
1.50m

P1=62.5kN P2=56.5kN

Q1,Q2

Q1=312.5kN/m  Q2=282.5kN/m

0.2m0.2m 1.30m
（線路直角方向）

P1P1P1P1P1P1

2.7m 2.7m21.6m 2.7m 21.6m

（先頭車＋中間車）

（中間車＋中間車）

P1,P2

Q1,Q2

 （先頭台車+中間台車）

（中間台車+中間台車）

P1=125.0kN/軸 

P2=122.0kN/軸 

（先頭車＋中間車） 

（中間車＋中間車） 

Q1=46.3kN/m 

Q2=45.2kN/m 

Q1 Q2 Q1

Q1 Q1 Q1
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別 紙 
第 １号様式 

 

中央新幹線線品川・名古屋間（延長 285km605m）工事費予算書  

項 目 金 額 備 考 

 

用 地 費 

路 盤 費 

橋 梁 費 

隧 道 費 

軌 道 費 

停 車 場 費 

車庫・検査修繕施設費 

諸 建 物 費 

電 灯 ・ 電 力 線 路 費 

通 信 線 路 費 

運 転 保 安 設 備 費 

防 護 設 備 費 

連 絡 設 備 費 

電 車 線 路 費 

発 電 所 ・ 変 電 所 費 

千円

 ３４２，０４０，０００

  １１０，０９０，０００

 ２９２，２００，０００

１，６２１，９６０，０００

  ７２４，３６０，０００

  ５２０，６００，０００

３，７８０，０００

１８５，５９０，０００

 

小 計 ３，８００，６２０，０００  

工 事 用 建 物 費 

工 事 用 機 械 費 

工 事 附 帯 費 

９７０，０００

１３，６３０，０００

２００，６００，０００

 

小 計 ２１５，２００，０００  

計  ４，０１５，８２０，０００  

車 両 費  

合 計 ４，０１５，８２０，０００  

１km 当たりの工事費 

（車両費を除く。） 
１４，０６０，０００

 

※ 消費税は含まない。 

※ 現時点での総工事費：５，５２３，５５０，０００千円（車両費を含む。山梨リニア実験線既設分は除く。） 
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